
言語教育においては，学習者の学習段階に応じた教材を用いることが重要 
 
我々のレベル判定システム（川村ら，2009）では単語レベルでの難易度
判定を行っていた 
 
単語だけでなく，構文の難しさも文章難易度に関係している (川村
ら，2011) 

 
文章難易度に寄与する構文（本研究では主格省略） 

の自動検出システムの開発 

文中の述語に対する主格が省略されているこ
と 
 
具体例 
• うどんが食べたい． 
• 貸してもらった本をなくしてしまいました． 
• 先生がどこにいらっしゃるかごぞんじです

か． 
 
例では動作主である「私」などが省略されて
いる 
このような文章の主格の有無を判定する 

2.主格を取りうる助詞の有無の判定 

これらの助詞があると，主格
を取りうると判定 
 
逆にこれらの助詞が無い場合
は主格を取らないと判定する 

まとめ 
日本語学習者が学ぶ上で難しいとされる，主格省略の自動検出システムを
開発した 
• 主格を取りうる助詞での判定 
• 述語に係っている名詞のカテゴリによる判定 
課題 
• 並列文に未対応 
• サ変動詞に未対応 
• 対応動詞の範囲の拡大 
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単語レベルだけでの判定でいいのか？ 

以下の３つの文から主格省略を検出する 
• 彼が食べた． 
• うどんを食べる． 
• うどんが食べたい． 

1.文をKNPで解析 
それぞれの文をKNP(京都大学)で構文解析を行う 
品詞情報や係り受け情報が得られる 

彼が 
食べた 

うどんを 
食べる 

うどんが 
食べたい 

彼が食べた 
彼…名詞 
が…助詞 
食べた…動詞 

うどんを食べる 
うどん…名詞 
を…助詞 
食べる…動詞 

うどんが食べたい 
うどん…名詞 
が…助詞 
食べたい…動詞 

主格をとり
うる助詞が
ないので主
格省略 

3.述語に係っている名詞のカテゴリに基づく主格省略の判
定 

彼が食べた 
彼…名詞　←カテゴリ-人 
が…助詞 
食べた…動詞 

うどんが食べたい 
うどん…名詞　←カテゴリ-人工
物 
が…助詞 
食べたい…動詞 

うどんが食べたい 主格を取りうる助詞が検出された場合，その
直前の名詞のカテゴリを利用して主格省略の
有無の判定をする 

4.主格省略判定の結果 

食べるという動
詞の場合，主格
となりうる名詞
は人，組織・団
体，動物，植物
である 

動詞「食べ
る」はカテゴ
リ-人工物を
主格として取
らないので主
格省略 

彼が食べた うどんを食べる うどんが食べた
い 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 
 

 

2:

3月1日から3月5日朝日新聞の社説より無作為に抽出した100文を使
用して本システムの評価実験を行った 
 
正解率…77％ 

彼が食べた 
彼…名詞 
が…助詞 
食べた…動詞 

うどんを食べる 
うどん…名詞 
を…助詞 
食べる…動詞 

うどんが食べた
い 
うどん…名詞 
が…助詞 
食べたい…動詞 


